
仙台城(青葉城,五城楼)(国の史跡,百名城)(仙台市青葉区) 

 仙台城（せんだいじょう）は、現在の宮城県仙台市青葉区（陸奥国宮城郡）の青葉山にある平山城であ

る。雅称は「青葉城」。「五城楼」との別名もある。2003 年（平成 15年）8月 27 日、国の史跡に指定され

た。 

 慶長年間に伊達政宗が築造してから、廃藩置県・廃城令までの約 270年に渡り伊達氏代々の居城であり、

仙台藩の政庁であった。国の史跡に指定されている。 

伊達政宗が築城した仙台城は約 2万坪で、徳川家康の江戸城に次ぐ大きさを誇り、全国最大級の城であっ

た。 

幾度となく、地震などによる損害を受けながらも修復を繰り返し、奥羽越列藩同盟盟主として戊辰戦争を

経るも、一度も戦火を見ることなく要塞としての機能を終えて、その後は明治初期から大正にかけてその

大半が失われた。数少ない遺構であった大手門、脇櫓、巽門は国宝（旧国宝）に指定されていたが、第二

次世界大戦時の仙台空襲により焼失した。現在では、宮城県知事公舎正門の建築に転用された寅の門の部

材が残るのみである。 

青葉山に位置することから、「青葉城」という雅称を持ち、一般的にもその名で呼ばれる事が多い。これ

は仙台城ができてから生まれた地名で、山と城のどちらが先に「青葉」の名を得たか不明である。青葉山

は、仙台七崎の一つ「青葉ヶ崎」に由来する。 

江戸時代以前 

青葉山には、伊達氏以前から城があり、初めは千体城、後に千代城と称し、鎌倉時代末期から室町時代中

期にかけて島津氏が陸奥守として居城し、室町時代末期には国分荘の国人の国分氏が居城したとも伝えら

れている。 

江戸時代 

伊達政宗の叔父でもある城主国分盛重が政宗と対立して出奔すると、千代城は廃城となった。 

政宗は、関ヶ原の戦いの後、徳川家康の許しを得て千代に居城を移すことにした。1601年 1月 28日（慶

長 5年 12月 24日）に青葉山に登って縄張りを始め、地名を仙台と改めた。彼が築いた仙台城は、本丸と

西の丸からなる山城であり、天守台はあるが天守は持たなかった。これらの点で時代の流行に背を向けた

が、結果として仙台城は、ビスカイノをして「日本の最も勝れ、又最も堅固なるものの一つ」と言わしめ

るほど、同時代に比類ない堅城となった。 

しかし、世が泰平となると、山上と麓の往来は不便であったため、伊達忠宗が 1637年（寛永 14年）に二

の丸造営に着手し、翌年完成させた。本丸と同じく広瀬川の内側にあるが、土地は平坦な場所である。伊

達家の当主はここに居住し、政務もここで執られた。時期は不明だが、これと前後して大手門脇、青葉山

の麓に三の丸が作られた。これ以降、仙台城は平山城となった。 

江戸時代を通じて、仙台城は火災や地震により何度か建物や石垣の一部を失い、その都度再建された。戊

辰戦争でも仙台が戦場になることはなかったため、仙台城は創建以来一度も攻撃を受けずに要塞としての

役目を終えた。 

城の構成 

初代伊達政宗期に造営された青葉山の本丸、西の丸、二代伊達忠宗期に造営された青葉山山麓の二の丸、

三の丸（東の丸）と、それに付随する櫓、門からなる。 

Wikipediaによる 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1601%E5%B9%B4
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